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日本橋川周辺地区における風環境に関する風洞実験研究
　　　　　　　　　　　　　　　

環境工学 -都市環境・都市設備

ヒートアイランド現象　風の道　風洞実験　海風　高架道路　

図 2　測定地点図

図 3　モデル概要図
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　研究目的

近年、都心部のヒートアイランド現象が深刻化し、

熱帯夜日数の増加、大気汚染の助長、集中豪雨の発生

等の問題を引き起こしており、改善策の一つとして街

路や河川に流入する海風の活用が考えられている。現

在、まちづくりの関連団体によって日本橋川上の高架

の地下化の計画が検討されており、日本橋川の「風の道」

としての機能が期待されている。成田ら 1）による河川

周辺市街地における風環境の研究では、河川周辺の高

層建物の位置関係等により市街地を流れる風に影響が

あることが確認されているが、モデル化した上で実験

を行っている為、実市街地での検証が求められる。

本研究では日本橋川周辺における実市街地模型を用

いて風洞実験を行い、日本橋川上の風と河川に交差す

る街路上の風の実態を把握した上で、海風の有効活用

に向けた市街地形態の更なる検討を行い、日本橋川周

辺地区における暑熱環境緩和に寄与することを目的と

する。

2　風洞実験

2-1　実験概要

実験対象地域は、日本橋川・八重洲通り周辺（2.5km

× 1.5km）で、模型縮尺は 1/750（1.9m×3.3m）である

( 図 1）。実験装置は建築研究所の乱流境界層風洞を用

い、アプローチフローは、境界層高さ 450mm、基準風

速 5.75m/s、べき指数α =0.15（中低層市街地を想定）

とした。また、設定風向は宮下ら 2）の既往研究から真

夏日の正午を想定した南東の風とした。

実験項目として、サーミスタ風速計による風速の測

定、小旗による風向の測定、トレーサガスによる可視

化を行った。風速の測定は、各測定高さ（表 1）毎に

サンプリング間隔 300 回 /30 秒として測定した。風向

の測定は 10m 高さ相当（模型上 1.3cm）において 1mm

厚のスチレンペーパー製の小旗を用いて行なった。ト

レーサガスによる可視化は、トレーサ粒子 DOS とアル

ゴンレーザーを照射して行なった。

2-2　モデル概要

本実験では 4 種類の市街地模型を用いた。実市街地

を再現した模型である「現状モデル」、日本橋川上の高

架道路を部分撤去した「部分撤去モデル 1」、まちづく

りの関連団体の資料 3）を基に、高架道路を部分撤去し

河岸エリアを部分低層化 ( 建物撤去）した「部分撤去

モデル 2」、日本橋川上の高架道路を全面撤去し河岸エ

リアを全面低層化した「全面撤去モデル」である ( 図

3）。実験結果として、現状モデル、部分撤去モデル 2、

全面撤去モデルの風向図を図 4に示す。

図 1　風洞内の状況

表 1　風速測定高さ（模型上高さ）

図 4　風向図　　　 
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図 7　日本橋川上と永代通り上の風速比　（現状モデル：4m 高さ）

3　日本橋川上の風の検証

3-1　日本橋川上の風の傾向

説明の便宜上、図 5 に示すように区間 A から区間 D

を定める。図 6 に現状モデルにおける日本橋川上の計

測地点毎の高さ別の風速比を示す。区間 A,B,D と上流

にいくに従って風速が減少する傾向にある。区間 C で

は風速が増加する傾向にある。以下、これらの傾向に

ついて区間毎に考察を行なう。

3-2　日本橋川上の風速変化

3-2-1　区間 Aの考察

図 7 に現状モデルの 4m 高さにおける日本橋川上と

永代通り上の風速比を示す。日本橋川と同様に、永代

通りにおいても区間 A において上流にいくに従って風

速が減少している。また、日本橋川上の風は河口から

約 1km の地点（地点 7）まで永代通りよりも高い風速

を示しており、永代通りと比べて最大 3.89 倍の風速を

示した。このことから、日本橋川が永代通り以上に海

風の流入が期待できることが考えられる。

3-2-2　区間 Bの考察

図 8,9,10,11 に区間 B における各モデルの 20m 高さ

での日本橋川上の風速比を河川の北側、中央、南側に

分類し示す。概ね全モデルで、地点 5 から地点 7 では

河川南側で高い風速を示し、地点 8 から地点 9 では河

川北側で高い風速を示している。風速の減少は河川の

蛇行による影響が考えられる。なお、地点 8 から地点

9では最大 0.49 倍まで風速が減少した。

3-2-3　区間 Cの考察

図 12,13 に区間 C における日本橋川上と日本橋川

に交差する南北道路上の風上側の風速比を示す。2 つ

の図を比較すると、地点 12,13 における風速は地点

19,20 における風速よりも高く、上空から街路に流れ

込む風が河川上の風速の増加に影響したと考えられる。

3-2-4　区間 Dの考察

図 14,15,16,17 に区間 D における日本橋川上の高さ

別の風速比を示す。モデルによって風速変化の傾向が

異なり、河岸エリア低層化を行なったモデルについて

高い風速を示した。このことから、丸の内側での日本

橋川上では、河岸エリア低層化を行なったモデルが高

い風速を示すと考えられる。なお、地点15では最大1.69

倍の違いが見られた。

3-3　日本橋川上の風の傾向のまとめ

図 18 に 4m 高さにおける日本橋川上のモデル別の風

速比を示す。区間 A では、全面撤去モデルが高い風速

を示しており、他の 3 つのモデルと比較して地点 1 か

ら地点 2 での風速の減少が小さい。このことから、河

口付近の低層化は日本橋川上の風速の増加に影響する

図 6　日本橋川上の風速比（現状モデル）

図 8　日本橋川上の風速比　
(現状モデル：20m 高さ )

図 9　日本橋川上の風速比
　(部分撤去 1モデル：20m 高さ )

図 11　日本橋川上の風速比　(全面
撤去モデル：20m 高さ )

図 10　日本橋川上の風速比　(部分撤
去 2モデル：20m 高さ )

図 5　風向・風速測定地点図（1～ 20）

    図 12　日本橋川上の風速比
　   　　（現状モデル：20m 高さ）

図 13　南北道路上の風速比
　　　（現状モデル：20m 高さ）

図 14　日本橋川上の風速比
（4m 高さ）

図 15　日本橋川上の風速比
（10m 高さ）

図 18 日本橋川上の風速比 (4m 高さ )

図 16　日本橋川上の風速比
（20m 高さ）

図 17　日本橋川上の風速比
（40m 高さ）

央
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と

考えられる。区間 B では、河川の蛇行により風速が減

少していると考えられる。区間 C では、上空から街路

に流れ込む風により風速が増加していると考えられる。

区間 D では、高架撤去、河岸エリア低層化によって風

速が増加していると考えられる。

表 2,3 に河口付近の地点 3 と丸の内側の地点 16 に

おける現状モデルに対する各モデルの風速比を示す。

高架撤去と河岸エリア低層化を行なったモデル（部分

撤去モデル 2 と全面撤去モデルのどちらか）が高い数

値を示しており、日本橋川全体（4m 高さ）では高架撤

去により最大 1.35 倍まで、河岸エリア低層化と合わせ

ると最大 1.57 倍まで風速が増加した（表 2）。このこ

とから、高架撤去と河岸エリア低層化を合わせて行な

うことが日本橋川上の風速を増加させる為には効果的

であると考えられる。

4　河川に交差する街路上の風の検証

4-1　河川に交差する街路上の風の傾向

図 19,20,21 に現状モデルにおける河川に交差する

街路上の風速比を示す。河川に交差する街路上の風速

は、河川から遠ざかるほど減少していることが分かる。

この傾向を踏まえ、日本橋川周辺地区における河川に

交差する街路上の風について分析を行なう。

4-2　河川に交差する街路上の風のモデル間比較

図 22,23,24,25 に現状モデルと全面撤去モデルにお

ける河川に交差する街路上の風速比を示す。河口から

の距離に関わらず、全面撤去モデルの風速が高くなっ

ており、高架撤去・河岸エリア低層化により、河川に

交差する街路上の風速が増加していると考えられる。

また、地点 24 から地点 25 の風速変化は地点 27 から地

点 28 または地点 30 から地点 31 の風速変化と比べて減

少が大きくなっており、河川に対する街路の向きや周

図 20　河川に交差する街路上の
風速比（現状モデル）

図 21　河川に交差する街路上の
風速比（現状モデル）

図25　河川に交差する街路上
の風速比（4m 高さ）

図 24　河川に交差する街路上
の風速比（4m 高さ）

表 3　地点 16 での風速比 (4m 高
さ )

表 2　地点 3における風速比（4m
高さ）

図 22　風向・風速測定地点図（24 ～ 31）　※24,27,30 は河川上の地点

図 26　日本橋川周辺地区における風速比（部分撤
去 2/ 現状：4m 高さ）

図 27　日本橋川周辺地区における風速比（全面撤
去 /現状：4m 高さ）

図 23　河川に交差する街路
上の風速比（4m 高さ）

図 19　風向・風速測定地点図
（21 ～ 23,27 ～ 29）

※ 21,27 は河川上の地点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

辺建物の密度等の影響が考えられる。　　　　　　　

4-3　高架撤去・河岸エリア低層化による効果

図 26,27 に部分撤去モデル 2 及び全面撤去モデルの

現状モデルとの風速比の分布を示す。2 つの図の比較

から高架撤去と河岸エリア低層化により、河川周辺市

街地の風速が増加したことが分かる。また、部分撤去

モデル 2 から全面撤去モデルに変わることにより河口

付近を中心に風速が増加した地点が多く、108 地点中

48 地点で風速が増加した。これは江戸橋 JC －箱崎 JC

間の高架撤去、丸の内側と河口付近の河岸エリア低層

化によって風速が増加したと考えられ、高架撤去と河

岸エリア低層化を行なう範囲が広いほど河川周辺市街

地における風速の増加に効果的であると考えられる。

4-4　河川に交差する街路上の風の傾向のまとめ

図 29 に河川に交差する街路上における現状モデル

の風速に対する他の 3 つのモデル（部分撤去モデル 1、

部分撤去モデル 2、全面撤去モデル）の風速比を示す。

部分撤去モデル 2 と全面撤去モデルが高い数値を示し

ており、高架撤去と河岸エリア低層化を合わせて行なっ

たモデルが河川に交差する街路上での風速の増加が大

きいことが分かる。河川に交差する街路上の風（4m 高

さ）は高架撤去により最大 1.93 倍まで、河岸エリア低

層化と合わせると最大 2.16 倍まで風速が増加した。こ

のことから、高架撤去と河岸エリア低層化を合わせて

行なうことが河川に交差する街路上の風速を増加させ

る為には効果的であると考えられる。また、日本橋川

から約 200m 市街地へ入ったところまでモデルの変化に

よる風速が増加が見られ、高架撤去と河岸エリア低層

化による風速増加の範囲は、日本橋川から約 200m 市街

地へ入ったところまで及んでいる可能性がある。

風速比

風速比
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3) 日本橋川上の風は高架撤去及び河岸エリア低層化に

よって風速が増加する傾向が見られた。4m 高さでは

　風速比の平均は高架撤去により 1.15、河岸エリア低

　層化と合わせると 1.35 となった。　　　　　　　　

4) 河川に交差する街路上の風は高架撤去及び河岸エリ 

ア低層化の影響で風速が増加する傾向が見られた。

4m 高さでは河川に交差する街路上の風速比の平均　

は高架撤去により 1.13、河岸エリア低層化と合わせ　

ると 1.23 となった。　　　　　　　　　　　　 　5)

現状モデルを基準とし、他の 3 つのモデル（部分撤　

去モデル 1、部分撤去モデル 2、全面撤去モデル）の

日本橋川上の風と河川に交差する街路上の風速の　

を比較すると、全面撤去モデルが最も高い数値を示　

した。このことから、日本橋川周辺地区の風速を増　

加させる為には、高架撤去と河岸エリア低層化を合　

わせて行なうことが最も効果的であることが考えら　

れ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6)

日本橋川から約 200m 市街地へ入ったところまで 3つ　

のモデル（部分撤去モデル 1、部分撤去モデル 2、全　

面撤去モデル）への風速の増加が見られ、高架撤去　

と河岸エリア低層化による風速増加の範囲は日本橋　

川から約 200m 市街地へ入ったところまで及んでい　る

可能性がある。　　　　　　　　　　　　　　　7) 高

架撤去と河岸エリア低層化による風速の増加の割

合を比較すると、日本橋川上では高架撤去による影

　響が大きく、河川に交差する街路上では河岸エリア

　の低層化による影響が大きいことが考えられる。　

6-2　今後の展望

日本橋川の高架地下化の計画が進む中で、日本橋川

の「風の道」としての活用を再開発と共に考え、高架

撤去及び河岸エリア低層化による風速増加の範囲等の

効果を明らかにする為に、気温等の条件を含んだ数値

シミュレーションと合わせて解析する必要がある。
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16 の平均風速を基準とする。

6　結論と展望

6-1　結論

乱流境界層風洞を用い、日本橋川周辺地区の市街地

模型における風速と風向を測定した。得られた結果を

以下に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　1)

日本橋川上の風は、河口から約 1km の地点まで永代

通りよりも高い風速を示すことが確認された。この

ことから、日本橋川が永代通り以上に海風の流入が

期待できることが考えられる。　　　　　　　　　

2) 各モデルの 4m 高さにおける日本橋川上の風速を比

　較すると、河口付近で全面撤去モデルが高い風速を

　示し、他の 3 つのモデル（現状モデル、部分撤去モ

　デル 1、部分撤去モデル 2）に比べて風速の減少が小

　さいことが確認された。このことから、河口付近の

　低層化は日本橋川上の風速の増加に影響すると考え

　られる。

図 28　風向・風速測定地点図（25,26,28,29,31 ～ 56）

図 29　河川に交差する街路上の風速比（4m 高さ）

表 4 日本橋川上の風速比 表 5 河川に交差する街路上の風速比

※値は現状モデルの地点 25,26,28,29，※値は現状モデルの地点 1,4,7,11,
31 ～ 56 の平均風速を基準とする。

（4m 高さ） （4m 高さ）

5　モデル変化によるまとめ

表 4,5 は、4m 高さにおける日本橋川上の風（地

点 1,4,7,11,16）と河川に交差する街路上の風（地点

25,26,28,29,31 ～ 56）の各モデルにおける現状モデル

との風速比をそれぞれ平均して評価を行ったものであ

る。日本橋川上の風速比の平均は高架撤去により1.15、

河岸エリア低層化と合わせると 1.35 となった。河川

に交差する街路上の風速比の平均は高架撤去により

1.13、河岸エリア低層化と合わせると 1.23 となった。

これらより、日本橋川周辺地区の風速を増加させる為

には高架撤去と河岸エリアの低層化を合わせて行なう

ことが最も効果的であることが考えられる。

また、高架撤去と河岸エリア低層化による風速の増

加の割合を比較（部分撤去モデル 1 と部分撤去モデル

2 による比較）すると、日本橋川上では高架撤去によ

る影響が大きく、河川に交差する街路上では河岸エリ

アの低層化による影響が大きいことが考えられる。

　 

注記

　本研究は、国土交通省総合技術開発プロジェクト「都市空間の熱環境

評価・対策技術の開発」並びに早稲田大学、建築研究所、国土技術政策

総合研究所の共同研究「市街地の住環境向上手法に関する共同研究」の

一環として実施されたものである。


